
 令和５年９月１２日 

報道機関各位 

 

長岡市与板支所産業建設課長  

 

     ２６０年余の歴史を誇る「登り屋台」は一見の価値あり ！ 

「与板十五夜まつり」を開催 
 

与板の総鎮守「都野
つ の

神社」の秋季例大祭として、例年十五夜の時期に行われている

地域最大規模の祭り「与板十五夜まつり」を４年ぶりに通常開催します。 

一番の見どころは、江戸時代から続く「登り屋台」。京都の祇園まつりの屋台を模し

て造られた県内最古と言われる３台の屋台が、市街地を練り歩いた後、神社へ続く屋

台坂を登ります。お囃子の笛・太鼓が鳴り響く中、血気盛んな若者が屋台坂をもみあ

い、屋台を引き上げると、釘が使われていない屋台は大きく揺れ、祭りの興奮は最高

潮に達します。 

つきましては、下記のとおり概要をお知らせしますので、ぜひ取材くださるようお

願いいたします。 

 

与板十五夜まつり 
 

１ 日 時 ９月１５日（金）～１７日（日） 
 
２ 会 場 長岡市与板町与板地内 
 

３ 内 容 １５日（金） 民謡流し 

       １６日（土） みこし渡御、おまつり広場、 

松明
たいまつ

走行、社壇・神楽舞、 

登り屋台 

        １７日（日） 例大祭式、みこし渡御、 

創作みこし、登り屋台 

 

     ※時間など詳細は別紙チラシをご覧ください。 
 
４ 主 催 与板十五夜まつり連絡協議会 

（与板町商工会内） 
 
５ 共 催 長岡市 
 
※昨年（一部規模縮小して開催）の来場者数：３日間計７，２００人 

 令和元年（ウイルス禍前の通常開催）の来場者数：３日間計１４，８００人 

 

 

 
   

問い合わせ：与板支所産業建設課 佐野 
℡０２５８－７２－３２０１ 

長岡市 

 
 秋の風物詩 

【与板十五夜まつり・ 
登り屋台】 

 宝暦七年（1757）頃、当
時の豪商が寄進。高さ５
ｍ、重さ４トンの木造屋台
で、釘を一切使わず作られ
ている。現存する屋台で県
内最古。上町・中町・南新
町の３台の屋台があり、当
時の与板商人の繁栄ぶり
を物語っている。 




